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１．はじめに 

  船橋市地域公共交通総合連携計画において、公共交通不便地域の解消へ向け、重点

地区における実証実験結果を基に、持続可能な公共交通サービスを提供するための基

準や仕組みづくりを行うこととしている。平成 24 年度は同計画の最終年度となって

おり、平成 22 年度、平成 23 年度に行った実験結果を基に、補助の考え方の案を作

成し、運行することにより、基準や仕組みづくりを行っていくことを検討していく。 

 

２．協議会における現在までの実験結果及び考察 

 ①定時定路線型の実験では、各地区ともに運行前に設定した目標人数を超え、順調に

推移しているが、採算に見合うほどの乗車人数は得られていない。また、デマンド

型の乗り合いタクシーの実験では、運行前に設定した目標人数を達成していない。

よって、平成 24 年度については、定時定路線型に対しては、本格運行へ移行する

ため基準や仕組みづくりを行い、デマンド型の乗り合いタクシーについては来年度

も実証実験を継続し、本格運行へ向かうための改善を検討することが妥当と考える。 

 ②運行に係る経常費用については、事業者の見積もりと標準単価を比較し、低額であ

る見積もりを採用した。今後についてもこのように判断することが妥当と考える。 

 

３．国や県の定時定路線型バス路線に対する補助の概略 

 ①補助対象経費の額は、補助対象経常費用の見込み額と経常収益の見込み額との差額。

ただし、補助対象経常費用の見込み額の９／２０（４５％）に相当する額を限度と

している。つまり、経常収益（運賃収入）が補助対象経常費用の見込み額の１１／

２０（５５％）ないと、運行を継続できない。また、事業者に対する補助額は事前

に内定し、実際の収入に変動があったとしても基本的に変更しない。（事業者に対す

るインセンティブ） 

 ②補助対象経常費用の見込み額は、次式によって算出している。 

当該補助対象事業者の実車走行キロ当たり経常費用の見込額 

×当該補助対象系統の計画実車走行キロ 

     ※実車走行キロ：自動車が実際に人を乗せて走った距離。 

   ただし、実車走行キロ当たり経常費用の見込み額が、補助ブロックごとに定める

地域キロ当たり標準経常費用を上回る場合は、次式によって算出している。 

    地域キロ当たり標準経常費用×当該補助対象系統の計画実車走行キロ 
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４．来年度へ向けた検討 

  今後、重点地区以外への拡大の可能性を踏まえ、妥当性を客観的に判断するために

も、来年度の定時定路線型の実証実験については、国や県の補助に準じた仕組みで運

行を行うことを提案したい。ただし、補助対象経常費用の見込み額については、国や

県の補助では会社全体の経常費用を用いて算出しているが、会社全体の経常費用は２

年前のデータに基づくものであり、燃料費の急激な変動等事業者にリスクが高くなる

可能性があることから、事業者からの路線ごとの見積もりを基に算出し、見積もりが

補助ブロックごとに定める地域キロ当たり標準経常費用を上回る場合は、地域キロ当

たり標準経常費用を基に算出することにしたい。デマンド型の乗り合いタクシーにつ

いては来年度も実証実験を継続し、本格運行へ向かうための改善を検討することを提

案したい。 

 

５．ポイント 

 ①実車走行キロから計算するので、実際に人を乗せて走る距離により経費が変わる。 

 ②経費の５５％を運賃収入により賄えないと運行の継続が出来ないので、住民に対す

る目標が明確になる。 

 

 

 



 
【資料３】 

【参考】平成２３年度実績（収益は１２月３１日までのデータ） 

①八木が谷地区 

 見積もりによる実車走行キロ当たり経常費用：３８９円７９銭／キロ 

 平日の実車走行キロ：１６５キロ 

 平日一日の経常費用：３８９．７９×１６５≒６４，３１５円 

 休日の実車走行キロ：１５５キロ 

 休日一日の経常費用：３８９．７９×１５５≒６０，４１７円 

 実車走行キロ当たり経常収益：２２６円２０銭／キロ 

 経常収益／補助対象経常費用：５８％ 

 

②丸山地区 

 見積もりによる実車走行キロ当たり経常費用：４４４円５５銭／キロ 

 平日の実車走行キロ：１４５．２キロ 

 平日一日の経常費用：４４４．５５×１４５．２≒６４，５４９円 

 休日の実車走行キロ：１３２キロ 

 休日一日の経常費用：４４４．５５×１３２≒５８，６８１円 

 実車走行キロ当たり経常収益：３３２円５７銭／キロ 

 経常収益／補助対象経常費用：７５％ 

 

③田喜野井地区（車費用が入っていないので、注意） 

 見積もりによる実車走行キロ当たり経常費用：３１５円８４銭／キロ 

 平日の実車走行キロ：１６３．２キロ 

 平日一日の経常費用：３１５．８４×１６３．２≒５１，５４５円 

 休日の実車走行キロ：１４９．６キロ 

 休日一日の経常費用：３１５．８４×１４９．６≒４７，２５０円 

 実車走行キロ当たり経常収益：２５７円４２銭／キロ 

 経常収益／補助対象経常費用：８２％ 

 

※平成２３年度の地域キロ当たり標準経常費用（千葉県）：４４５円７３銭 

八木が谷の経常収益／地域キロ当たり標準経常費用：５１％ 

  丸山の経常収益／地域キロ当たり標準経常費用：７５％ 

 

 

 


